
都市ガス事業

◆過去10年間の中国・四国地区のガス販売量の推移

（年度）

資料：BP Statistical Review of World Energy ２０10
※四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。
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※広島ガスにおける卸供給等は含んでいません。

（百万㎥） 家庭用 商業用 工業用 その他 広島ガスの販売量
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　都市ガス事業者は全国に211事業者（２０10年４月１日
時点）が点在しています。この業界の特性から、全国8ブロ
ック（北海道・東北・関東中央・東海北陸・近畿・中国・四国・
九州）に（社）日本ガス協会の「地方部会」が設置され、地方
独自の活動も含めたさまざまな事業を行っています。

都市ガス事業者

中国・四国地区の天然ガスなどへの転換

　中国・四国地区のガス販売量が、全国に占める割合は約３.7
％ですが、工業用需要の拡大により販売量を伸ばしてきました。
また、当社の２００9年度のガス販売量は全国ガス事業者の中で
は８番目、中国・四国地区ではトップで約40％を占めています。

中国・四国地区の都市ガス販売量

　（社）日本ガス協会 中国部会・四国部会に所属する14事
業者では、協力体制のもと、都市ガスの普及拡大に向けた
取り組みを推進しています。

都市ガス事業の健全な発展を図るとともに、産業の振興と文化の進展に
寄与することを目的とする都市ガス事業者の団体。

※（社）日本ガス協会

※

　都市ガスの原料には、LNG（液化天然ガス）と国産天然ガ
スの天然ガス系原料と、LPG（液化石油ガス）などの石油系
原料があります。現在では都市ガスの原料構成の9割以上
が天然ガス系となっています。

　天然ガスは世界各地に豊富に存在し、可採年数は約63年
と言われ、中東地域以外からも確保が可能なエネルギーで
す。わが国の都市ガス事業者は、主に環太平洋諸国から長期
契約に基づいてLNGを輸入し、安定供給に努めています。

都市ガスの原料

　当社は、1995年6月から2002年4月にかけて、天然ガス
への転換作業を実施し、引き続き、中国・四国地区における天
然ガス等への熱量変更作業を、事業者間で連携して進めてき
ました。2010年3月には、四国ガスの転換作業が終了し、約
15年にわたる中国・四国地区14事業者全ての熱量変更作
業が完遂しました。
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